
クラスタリングの基本

この章では、次の内容について説明します。

•概要（1ページ）

概要
Expresswayは最大 6つの Expresswayで構成されるクラスタに含めることができます。クラス
タ内の各Expresswayがクラスタ内の他のすべてのExpresswayのピアです。クラスタ作成時に、
1つのピアをプライマリとして指定します。このプライマリピアの構成が他のピアに複製され
ます。

クラスタのすべての Expresswayピアのルーティングキャパシティは同じである必要がありま
す。Expresswayが通話を宛先にルーティングできる場合、そのクラスタのすべてのExpressway
ピアが、通話をその宛先にルーティングできると見なされます。ルーティングが異なる

Expresswayピアで異なる場合は、個別の Expressway/Expresswayクラスタを使用する必要があ
ります。

クラスタリングの利点

クラスタ化された Expresswayには、キャパシティと復元力の両方の利点があります。

•キャパシティクラスタリングは、単一の Expresswayと比べて Expressway展開のキャパシ
ティを最大 4倍に増加させることができます。

•復元力。Expresswayがメンテナンスモードでも、ネットワークの問題や停電またはその他
理由によりアクセス不可になった場合でも、クラスタリングは冗長性を確保します。クラ

スタの Expresswayピアは、帯域幅の利用とルーティング、ゾーンおよびその他構成を共
有します。エンドポイントは、クラスタの任意のピアに登録できます。よって、エンドポ

イントは、初期ピアと切断されても、クラスタ内の別のピアに再登録できます。
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キャパシティゲインについて

キャパシティの増加につながるのは、4つのピアまでです。たとえば 6つのピアからなるクラ
スタでは、5番目と 6番目の Expresswaysはクラスタに通話キャパシティを追加しません。復
元力はキャパシティではなく、ピアの追加によって強化されます。

Small Expressway VMは Cisco Business Edition 6000のお客様を対象としているため、Small VM
のクラスタリングは冗長性のみを提供し、追加のスケールメリットは提供しません。

ライセンスについて

キャパシティライセンスはクラスタ単位で実行され、クラスタピアにインストールされている

すべてのキャパシティライセンスは、クラスタ内の任意のピアで使用できます。これには、

リッチメディアセッションライセンスと、ルームシステムとデスクトップシステムの登録ラ

イセンスが含まれます。詳細については、「クラスタ内でのライセンスの使用」を参照してく

ださい。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


